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2021年度 第 2回 8月 

東大本番レベル模試 

日本史・採点基準 

◆論述問題・共通の基準◆ 

１．採点基準においては加点要素を，３点のものはアミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下線□□で，

それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項に内容が反して

いないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 

２．歴史用語等（太字で表示）についての誤字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表記，漢数字を含む用語（語句）

への算用数字をもちいた表記は，それが加点要素に直接関係する場合，漢字1文字分につき１点減点とするが，脱字，当

て字のある歴史用語等の表記は，非加点。同一語句・文字がくりかえし誤っている場合は，それぞれを減点の対象とする

のではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接関係しない箇所に誤字があった場合，減点しない。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

４．加点要素の合計が配点を超えているが，各問とも配点を満点としてこれを超える得点は与えない。 

配点を上回る加点要素の設定は，東大本試・日本史で求められる，文章等で提示された具体的事象の抽象化や抽

象的表現の具体化に応じた答案を，より適正に評価することを意図した措置である。 

 

◆論述問題・採点基準上の記号◆ 

１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に明示されていなくても良い 

２.<    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案上に明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 
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第１問 平安時代における中国との関係 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

・  

◎９世紀の日本から中国への渡航 

a <渡航に>遣唐使船が利用された ………２点以内 

b <渡航に>新羅〔唐〕の商船が利用された ………１点以内 

c 僧が派遣された ………２点以内 

d 交易を行う使者が派遣された ………２点以内 

◎10世紀の日本から中国への渡航 

e <政府による>派遣の頻度が減少した ………１点以内 

◎10世紀の日本から中国への渡航状況の背景 

f <日本政府が>財政難だった ………３点以内 

g 唐が滅亡した ………３点以内 

◎10世紀の日本の中国への姿勢 

h 宋が成立したが国交を開かなかった ………３点以内 

◎10世紀の日本 

i 唐物が珍重された ………２点以内 

j 中国の文化を土台にした国風文化が形成された ………３点以内 

◎10世紀の日本から中国への渡航 

k 巡礼を目的とした僧が渡航していた ………３点以内 

l 宋の僧が『往生要集』を宋に伝えた ………３点以内 

◎10世紀の日中関係 

m 仏教を中心とした文化交流があった 

 ………２点以内 

 



 3 

第２問 12世紀末前後の政治と文化 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１８点→９点満点◆ 

◎東大寺や興福寺 

a 僧兵が平氏に対して挙兵した ………３点以内 

b 南都焼打ちに遭った ………３点以内 

◎奈良の寺院の復興 

c 東大寺は重源のもとで復興された ………３点以内 

d 興福寺は藤原氏のもとで復興された ………３点以内 

◎東大寺や興福寺に天平彫刻に類似した彫刻がある理由 

e 奈良仏師が制作した ………３点以内 

f 天平彫刻に接していた仏師が制作した ………３点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１２点→６点満点◆ 

◎源頼朝の拠点 

a 鎌倉 ………３点以内 

◎源頼朝に影響を与えた「都市」 

b 平泉 ………２点以内 

◎源頼朝の拠点への措置にみられる「都市」の影響 

c <「都市」の>仏教文化が移植された ………１点以内 

d <「都市」の>構造が都市計画に反映された ………１点以内 

◎源頼朝 

e 奥州藤原氏を滅ぼした ………３点以内 

f 北方の脅威が消滅した ………２点以内 
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第３問 文治主義と赤穂事件 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点６点→３点満点◆ 

◎「法」 

a 武家諸法度 ………２点以内 

b 忠孝を説くものに改定された ………２点以内 

c 礼儀を説くものに改定された ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点２４点→１２点満点◆ 

◎赤穂浪士の行動への見解 

a 林鳳岡は肯定した ………３点以内 

b <肯定する学者は>忠にもとづく義挙とした ………３点以内 

c 荻生徂徠は否定した ………３点以内 

d <否定する学者は>徒党の禁止に違反するものとした ………２点以内 

◎赤穂浪士の処分の決定における問題 

e 成文法に従えばいずれの対応にも矛盾が生じる ………２点以内 

◎赤穂浪士の処分 

f 徳川綱吉による ………３点以内 

◎赤穂浪士の処分の根拠 

g 分国法 ………３点以内 

h 慣習法 ………２点以内 

i 喧嘩両成敗 ………３点以内 
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第４問 紡績会社と紡績業の発展 

◆加点要素の合計点３０点→１５点満点◆ 

 

Ａ 

◆加点要素の合計点１６点→８点満点◆ 

◎大阪紡績会社 

a 渋沢栄一のもとで資金調達がなされた ………３点以内 

b 株式会社の形をとった ………１点以内 

c 安価な輸入綿花を用いた ………３点以内 

d 蒸気機関を用いた ………２点以内 

e 大規模経営を実現した ………１点以内 

f 低賃金労働力を調達しやすい環境だった ………２点以内 

g 原料を調達しやすい環境だった ………２点以内 

h 昼夜二交代制を導入した ………２点以内 

 

Ｂ 

◆加点要素の合計点１４点→７点満点◆ 

◎1880年代後半から 1890年代後半にかけての綿糸生産量の増大の要因 

a 銀本位制の確立 ………３点以内 

b 会社設立ブーム ………３点以内 

c 横浜正金銀行の貿易金融 ………２点以内 

d 航海奨励法／<政府による>遠洋航路への補助 ………２点以内 

e インドからの綿花の輸入拡大 ………３点以内 

f 綿糸の輸出の関税の撤廃／綿花の輸入の関税の撤廃 ………１点以内 


